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■新型コロナ及び季節性インフルエンザへの備え
■さかえ倶楽部スキー場オープンについて
■令和２年度栄村表彰式についてほか
■道路除雪に関するお知らせ
■各種お知らせ
■希少動植物調査員からの報告
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　去る11月９日㈪に阿部長野県知事はじめ大勢のご来
賓にお越しいただき、県道箕作飯山線改良期成同盟会
主催の明石大橋開通式が挙行されました。
　このことにより、本同盟会の60年にわたる要望が実
現することになりました。

～県道箕作飯山線　明石大橋開通式～

令和２年

第445号
12月号

広　報
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発熱などの症状がある方は、
まずは電話相談して受診してください

　11月17日以降、季節性インフルエンザの流行期に備え、発熱などの症状がある方が、かか
りつけ医等の地域の医療機関に電話相談をすることで、診療や適切な医療機関への受診につ
なげられるよう体制整備を進めています。

かかりつけ医がいる方
地域で身近な医療機関がある方

まずは、かかりつけ医等の地域で
身近な医療機関に電話相談する

診療・検査が
できる場合

診療・検査が
できない場合

相談先の医療機関で

診療・検査を受ける

かかりつけ医等がいない方
休日や夜間などで相談先に困った方

受診・相談センター（保健所）に
電話相談する

北信保健所
０２６９－６７－０２４９

診療・検査可能な医療機関を案内
（外来・検査センター等含む）

診療・検査を受ける

発熱などの症状のある方

どこに相談するかわからない、強い不安がある方などに対し電話相談を行っています

栄村役場　暮らしと健康の相談窓口　：　0269-87-3020

身近な総合相談窓口について
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会食を楽しむために
〜感染リスクを下げる工夫〜

◦飲食をするなら
　①少人数、短時間で
　②なるべく普段一緒にいる
人と

　③深酒・はしご酒などはひ
かえ、適度な量で

◦箸やコップは使い回さず、
一人ひとりで

◦会話するときはなるべくマ
スク着用

◦換気が適切になされている
などの工夫をしている、ガイ

　ドラインを遵守したお店で

◦体調が悪い人は参加しない

〈栄村診療所〉　
発熱症状専用外来について
　令和2年11月17日から、新型コロナウイルス感染症対策及び季節性インフルエン
ザ流行期に備え、熱や風邪症状のある方の診療を、休祝日等を除く月曜から木曜日の
午後1時30分から2時30分に行っています。
　発熱などの症状がある方は、まず診療所にお電話いただき、現在の状態をお聞きし
たうえで、必要なご案内をします。
　但し、栄村診療所では新型コロナウイルス感染症の検査は実施していません。電話
相談の情報から、医師が検査を必要と判断した場合は、他の医療機関をご案内又はご
紹介します。
　なお、午後の通常診療は3時以降となりますので、ご注意ください。
　皆様のご理解とご協力をお願いします。

栄村国保栄村診療所　☎0269-87-3306

コロナ禍の冬を　乗り越えるポイント
　国の新型コロナウイルス感染症対策分科会が、感染リスクが高まる「５つの場面」と「感
染リスクを下げながら会食を楽しむ工夫」を取りまとめました。
　年末年始は、忘新年会などで飲酒を伴う会食の機会も増えてきます。
　感染リスクが高まる要因を理解し、感染リスクを下げる工夫を行いましょう

感染リスクが
高まる

「５つの場面」

◦短時間の食事に比べて感染
リスクが高まる

◦５人以上の飲食では、大声
になり飛沫が飛びやすい

◦飛沫感染のリスクが高まる

◦車やバスで移動する際の車
中でも注意が必要

◦飲酒の影響による注意力の
低下、大声での会話
◦狭い空間に長時間、大人数
で滞在
◦回し飲み、箸などの共用

◦長時間にわたり閉鎖空間が
共有されるため、感染リス
クが高まる

◦休憩時間などで居場所が切
り替わると、気のゆるみや
環境の変化により、感染リ
スクが高まることがある

場面② 場面③

場面①

場面④
場面⑤

大人数や長時間におよぶ飲食 マスクなしでの会話

飲酒を伴う懇親会など

狭い空間での共同生活
居場所の切り替わり
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〈オープン予定日〉

令和2年12月19日㈯

25周年

　さかえ倶楽部スキー場のポスターとパン
フレットは栄小学校５年生に作成してもら
いました。他にはないオリジナリティ溢れ
るデザインに仕上がりました。観光施設や
商店等に設置し各戸配布（12月２日）も行
いますのでぜひご覧ください。

ここに注目！

　さかえ倶楽部スキー場は長野県が実施する「新型コロナ対策推進宣言の店」に登録をしています。
お客様に安心して楽しんでいただけるよう以下の取組を実施します。

◆センターハウス内各所に手指消毒用アルコールを設置します。
◆フロント・レストランに体温測定器を設置し、風邪症状や体温が37.5度以上あるお客様にはご利
用を控えていただきます。

◆レストランの客席数を減らすため、人数制限をさせていただく場合があります。
◆テーブル席に飛沫感染対策用のアクリル板を設置します。
◆密閉空間を避けるため、定期的な換気を実施します。
◆定期的に施設内の消毒作業を実施します。
◆お客様にソーシャルディスタンスを確保していただくようご案内します。リフト待ちの際には２ｍ
の間隔を空けてお待ちいただきます。

◆従業員のマスク着用を徹底します。
◆従業員の健康管理を行い、体調が優れない従業員は休むよう指導します。

　今シーズンは新型コロナウイルス感染症拡大により、今までにない状況下での営業となります。お
客様へご不便をおかけすることになり大変申し訳ございませんが、ご理解とご協力の程よろしくお願
いいたします。

問合せ先

さかえ倶楽部スキー場　☎0269-87-3355

さかえ倶楽部スキー場がオープンします！

新型コロナウイルス感染症対策について
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姉
妹
都
市
提
携
か
ら

30
年
を
迎
え
ま
し
た

令
和
２
年
度栄村

表
彰
式

　

今
か
ら
30
年
前
の
平
成
2
年
11
月
に

武
蔵
村
山
市
の
市
制
20
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
我
が
栄
村
と
姉
妹
都
市
提
携

が
結
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
30
年
を
通
し

て
た
く
さ
ん
の
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

観
光
関
係
で
は
、
姉
妹
都
市
提
携
が

始
ま
っ
た
頃
か
ら
毎
年
、
産
業
ま
つ
り

（
の
ち
の
デ
エ
ダ
ラ
祭
り
）
に
参
加
し
、

農
産
物
や
特
産
品
、
観
光
の
Ｐ
Ｒ
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
は
、
平
成
4
年
度

か
ら
武
蔵
村
山
市
民
駅
伝
競
走
大
会
に

栄
村
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
同
じ
く
同
年

度
か
ら
栄
村
駅
伝
大
会
に
武
蔵
村
山
市

チ
ー
ム
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
駅
伝

大
会
に
は
、
市
長
・
議
長
を
は
じ
め
、

市
の
職
員
の
皆
様
も
選
手
の
応
援
に
栄

村
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
武
蔵
村

山
ス
キ
ー
協
会
の
皆
様
に
毎
年
さ
か
え

倶
楽
部
ス
キ
ー
場
を
ご
利
用
い
た
だ

き
、
栄
村
ス
キ
ー
大
会
に
も
大
勢
の
方

が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
関
係
で
は
、
2
年
に
1
回
行
わ

れ
て
い
る
栄
村
消
防
団
観
閲
式
に
武
蔵

村
山
市
消
防
団
の
幹
部
の
皆
様
を
ご
来

賓
と
し
て
お
迎
え
し
、
ま
た
毎
年
１
月

の
武
蔵
村
山
市
消
防
団
出
初
式
に
は
栄

村
消
防
団
幹
部
と
ラ
ッ
パ
班
が
来
賓
と

し
て
往
訪
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
面
で
武
蔵
村

山
市
の
皆
様
と
交
流
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
で
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
等
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
交
流

の
機
会
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
武

蔵
村
山
市
と
栄
村
が
手
を
取
り
合
っ
て

支
え
合
い
乗
り
越
え
て
、
交
流
の
面
で

は
密
な
関
係
を
続
け
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

▲武蔵村山市制50周年記念式典（11月３日）

　

令
和
2
年
度
栄
村
表
彰
式
は
、
4
名

の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
1
日
㈰
に
栄
村
役
場
で
行
わ
れ

た
表
彰
式
に
は
、
1
名
の
方
が
出
席
さ

れ
、
宮
川
村
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

〈
功
労
の
部
〉

・
桑
原
重
雄
（
長
瀬
）

　

34
年
の
永
き
に
わ
た
り
栄
村
森
林
組

合
職
員
と
し
て
、
そ
の
後
12
年
間
を
代

表
理
事
組
合
長
と
し
て
そ
の
重
責
を
担

い
、
地
域
林
業
の
振
興
に
ご
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

・
佐
々
木
公
一
（
新
潟
県
長
岡
市
）

　

通
算
５
年
間
に
わ
た
り
、
診
療
所
医

師
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
予
防
医
療
を
は

じ
め
医
療
・
介
護
・
福
祉
全
般
に
わ
た

り
村
民
の
健
康
増
進
に
ご
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

〈
善
行
の
部
〉

・（
故
）廣
瀬
利
一
（
埼
玉
県
久
喜
市
）

　

ふ
る
さ
と
で
あ
る
栄
村
に
恩
返
し
の

気
持
ち
に
よ
り
、
多
額
の
寄
附
を
さ
れ

ま
し
た
。

・
バ
ン
サ
プ
ラ
イ
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
水
戸
忠
信

（
愛
知
県
豊
橋
市
）

　

平
成
23
年
の
震
災
以
来
、
毎
年
、
花

火
で
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
増
え
ま
す
よ
う

に
と
い
う
願
い
か
ら
、
栄
村
の
子
ど
も

た
ち
に
花
火
セ
ッ
ト
の
寄
附
を
さ
れ
ま

し
た
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課　

行
政
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

▲桑原重雄様（前列中央）
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運動の期間

スローガン

運動の目的

運動の重点

令和２年　年末の交通安全運動

　年末を迎え、夕暮れから夜間の事故や飲酒運転等の増加が懸念されることから、
広く県民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナ
ーの実践を習慣づけ、交通事故の防止を図ることを目的とします。

消
防
団
に
防
火
衣
一
式

を
整
備
し
ま
し
た

栄
村
消
防
団
が
長
野
県

知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た

　

公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村
振
興

協
会
の
地
域
活
動
助
成
事
業
（
宝
く
じ

普
及
広
報
事
業
）
を
活
用
し
て
、
栄
村

消
防
団
に
防
火
衣
を
10
式
整
備
し
ま
し

た
。
火
災
現
場
に
お
け
る
消
防
団
員
の

安
全
管
理
な
ど
、
消
防
活
動
に
活
用
し

ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
、
市
町
村
宝
く
じ
助
成

金
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課　

情
報
防
災
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

　

10
月
26
日
㈪
、
ホ
テ
ル
国
際
21
（
長

野
市
）
で
開
催
さ
れ
た
「
令
和
元
年
東

日
本
台
風
災
害
対
応
に
係
る
知
事
表
彰

式
」
に
お
い
て
、
栄
村
消
防
団
が
長
野

県
知
事
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
栄
村
消
防
団
が
、
令
和
元

年
東
日
本
台
風
災
害
の
際
に
、
ポ
ン
プ

排
水
や
夜
通
し
の
警
戒
、
巡
視
等
の
防

災
活
動
に
尽
力
し
、
住
民
の
安
心
安
全

の
確
保
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課　

情
報
防
災
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

令和２年12月15日㈫～ 12月31日㈭

思いやり　乗せて信濃路　咲く笑顔
①夕暮れ時・夜間の事故とスリップ事故の防止
②自転車の安全利用と横断歩道の安全確保
③高齢運転者の交通事故防止
④飲酒運転・あおり運転の防止

☆毎月５日と20日は「交通安全の日」です。
☆４のつく日（４日・14日・24日）は「シートベルト・チャイルドシート啓発の日」です。

新型コロナウイルス感染症の状況等に応じた運動の実施
　本運動の実施に当たって、今後の新型コロナウイルス感染症等の状況や、これに伴う県民の交通
行動の変化等を注視しつつ、県民の命と健康を守ることを第一に、地域の実情に応じた運動を展開
し、交通安全意識の高揚に努めるものとします。

長野県交通安全協会マスコット
「あんきょーくん」
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◆除雪機を使用する際は、使用者の責任において、正しい操作で安全に作業し
ましょう。

①除雪作業中は、まわりに人を近づけないようにしましょう！
②雪詰まりを取り除くときはエンジンを停止し、必ず雪かき棒を使いましょう！
③除雪機から離れるときは必ずエンジンを停止してください！

◆屋根の雪下ろしを行うとき
①転落事故や屋根雪の下敷きにならないように十分に注意して作業しましょう！
②ヘルメットを被ったり、命綱を付けたりして安全を確保しましょう！

冬
期
間
、
村
で
は
生
活
道
路
の
交
通
確
保
の
た
め
、
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

安
全
で
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
作
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
路
上
駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　

降
雪
中
や
夜
間
の
作
業
は
視
界
も
悪

く
路
上
駐
車
は
大
変
危
険
で
す
。ま
た
、

駐
車
さ
れ
て
い
る
部
分
の
除
雪
が
で
き

ず
、交
通
の
障
害
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

路
上
駐
車
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で
く

だ
さ
い

　

作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
く
と
大
変

危
険
で
す
。
車
間
距
離
を
十
分
に
と
り
、

30
ｍ
以
内
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
止
ま
っ
て
い
る
除
雪
車
に
も
近

づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

③
出
入
口
に
溜
ま
っ
た
雪
は
、
各
家

庭
で
除
雪
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

　

除
雪
作
業
は
、
限
ら
れ
た
時
間
内
に

行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
住
宅

の
出
入
り
口
付
近
な
ど
に
溜
ま
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
雪
は
各
家
庭
で
除
雪
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
や
む
を
得
ず
グ
レ
ー
チ
ン
グ

を
外
し
、
水
路
へ
雪
を
流
す
場
合
は
、

除
雪
後
に
グ
レ
ー
チ
ン
グ
に
付
い
た
雪

を
落
と
し
て
、
路
面
よ
り
高
く
な
ら
な

い
よ
う
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

④
夕
方
の
降
雪
は
、
翌
日
の
早
朝

除
雪
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

午
後
3
時
以
降
に
降
雪
が
15
㎝
以
上

あ
っ
た
場
合
で
も
、
翌
朝
の
除
雪
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
積
雪
の
状
況
で
除
雪
作
業
が
遅

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

　

降
雪
時
間
、
積
雪
状
況
な
ど
に
よ
っ

て
、
除
雪
作
業
が
遅
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

⑥
昼
間
は
消
雪
パ
イ
プ
の
水
が
出

な
い
時
間
帯
が
あ
り
ま
す

　

午
前
10
時
～
11
時
と
午
後
2
時
～
3

時
の
2
時
間
は
、
タ
イ
マ
ー
の
設
定
に

よ
り
消
雪
パ
イ
プ
の
水
が
出
な
く
な
り

ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑦
役
場
駐
車
場
は
夜
間
の
駐
車
は

で
き
ま
せ
ん

　

役
場
駐
車
場
は
、
役
場
に
用
事
の
あ

る
方
以
外
の
駐
車
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
夜
間
・
早
朝
は
除
雪
作
業
の

妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
、
降
雪
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
駐
車
し
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課　

建
設
係

　

☎
０
２
６
９
—

８
７
—

３
１
１
３

歩行除雪機による事故・雪下ろし中の事故を防ぎましょう！村
の
除
雪
作
業
は
、

降
雪
15
㎝
以
上
が

目
安
と
な
り
ま
す
！

道
路
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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水
道
の
宅
内
配
管

凍
結
防
止
に
つ
い
て
の

お
願
い

　

冬
期
間
は
寒
波
に
よ
る
凍
結
や
落
雪
等

に
よ
り
水
道
管
が
破
損
漏
水
す
る
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ー
タ
ー
器
か
ら
先
の
宅
内
配
管
は
、

使
用
者
の
管
理
と
な
り
ま
す
。
も
し
、
漏

水
事
故
が
あ
る
と
、
地
区
全
体
の
断
水
な

ど
多
く
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま

う
だ
け
で
な
く
、
多
額
の
水
道
料
金
を
お

支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

◇
水
道
管
の
立
ち
上
が
り
部
分
が
外
気
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
は
、
電
熱

線
・
電
熱
ヒ
ー
タ
ー
等
を
巻
い
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
コ
ン
セ
ン
ト
が
差
し
込

ま
れ
て
い
る
か
、
通
電
し
て
い
る
か
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
屋
外
水
道
、
不
凍
栓
に
は
棒
な
ど
の
目

印
を
立
て
て
、
雪
下
ろ
し
や
除
雪
作
業

に
よ
る
破
損
を
防
止
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
長
期
間
不
在
と
な
る
家
屋
又
は
冬
期
間

使
用
し
な
い
屋
外
水
道
な
ど
は
、
不
凍

栓
を
閉
め
る
か
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

内
の
止
水
栓
を
閉
め
、
水
抜
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
水
道
メ
ー
タ
ー
の

表
示
盤
に
、
漏
水

マ
ー
ク
が
表
示
さ

れ
た
場
合
は
、
漏

水
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
宅

内
の
配
管
を
点
検

し
、
産
業
建
設
課

へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
水
道
管
や
蛇
口
に
タ
オ
ル
を
巻
き
付

け
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
ぬ
る
ま

湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
と
き
熱

湯
を
か
け
る
と
水
道
管
が
破
損
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
お
湯
を
か
け
て
も
解
け
な
い
場

合
は
、
水
道
修
理
業
者
へ
修
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

《
冬
期
間
の
メ
ー
タ
ー
検
針
》

　

玄
関
先
等
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
表
示
盤

を
設
置
し
て
あ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
１

月
と
３
月
に
メ
ー
タ
ー
検
針
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
除
雪
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課　

建
設
係

　

☎
０
２
６
９
—

８
７
—

３
１
１
３

◇年末年始の各施設等の業務日程
役 場 及 び 秋 山 支 所 12月29日㈫～1月3日㈰まで休業

※役場は日直がいますので各種届出の受領は可能ですが、証明書等の発行はできません。

診療所（内科）（歯科） 12月29日㈫～1月3日㈰まで休業
老人福祉センター（長瀬） 12月25日㈮～1月3日㈰まで休業
高齢者総合福祉センター 12月31日㈭～1月3日㈰まで休業
高齢者生きがいセンター 12月29日㈫～1月3日㈰まで休業
デ マ ン ド 交 通

（かたくり号）
12月29・30日、1月2・3日は土日・祝日ダイヤ
※12月31日、1月1日運休　1月2日の予約は12月30日までにお願いします。

凍
結
等
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

次
の
事
項
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

宅
内
配
管
で
漏
水
の
確
認

凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら
…

◇年末年始の開業日について
　津南地域衛生施設組合の年末年始の開業日をお知らせします。

【ごみ処理業務】　年末年始のごみの持ち込み（直接搬入）は、次のとおりです。
▪12月29日㈫まで平常開業
▪12月30日㈬年末開業日　午前８時45分から正午までと、午後1時から午後４時まで
▪12月31日㈭から1月3日㈰　休業
▪1月4日㈪から平常開業

【し尿処理業務】　し尿の汲み取り作業は、次のとおりです。
▪12月28日㈪まで平常業務　　▪12月29日㈫～1月3日㈰まで休業　　▪1月4日㈪から平常業務

【火葬業務】　津南斎場は、次のとおりです。
▪12月30日㈬まで平常業務　　▪12月31日㈭　午前のみ業務　　▪12月31日㈭　午後～1月2日㈯まで休業
▪1月3日㈰から平常業務

問合せ先 津南地域衛生施設組合 ☎025-765-3495 ※12月31日〜１月３日は、電話対応は
できませんので、ご了承ください。
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第
五
期
中
山
間
地
直
接

支
払
制
度
集
落
協
定
に

つ
い
て

村
内
小
中
学
校
へ
の

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
配
布
に

つ
い
て（緑

の
募
金
事
業
）

長
野
県
森
林
税
を
活
用

し
緩
衝
帯
整
備
を
実
施

　

平
成
10
年
よ
り
開
始
さ
れ
た
中
山
間

地
直
接
支
払
制
度
は
、
第
５
期
対
策
と

し
て
、
令
和
２
年
度
で
21
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
村
内
で
は
、
20
団
地
に
お
い

て
、引
き
続
き
協
定
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

当
制
度
は
、
農
地
の
傾
斜
の
区
分
に

よ
り
、
水
田
で
急
傾
斜
２
１
，
０
０
０

円
／
10
ａ
、
緩
傾
斜
８
，
０
０
０
円
／

10
ａ
の
交
付
金
が
協
定
面
積
に
応
じ
て

交
付
さ
れ
ま
す
。
今
期
に
お
い
て
は
、

傾
斜
区
分
の
見
直
し
を
行
い
、
対
象
農

地
の
適
用
拡
大
、
交
付
単
価
の
ア
ッ
プ

を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
協
定
農
地

は
２
０
０
ha
か
ら
２
３
０
ha
へ
、
交
付

金
額
も
全
体
で
３
８
０
０
万
円
か
ら

４
０
０
０
万
円
を
超
え
る
金
額
と
な
る

予
定
で
す
。
各
団
地
の
認
定
状
況
は
表

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
が
、
交
付
金
を

活
用
し
、
集
落
の
活
性
化
が
で
き
る
よ

う
に
地
域
と
行
政
で
協
力
し
な
が
ら
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

協
定
締
結
に
あ
た
り
、
地
域
役
員
の

方
に
つ
い
て
は
ご
協
力
い
た
だ
き
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※協定面積、交付予定額は切捨して表記

協定対象集落 協定面積
（ha）

交付予定額
（千円）

白 鳥 5.9 1,240
平 滝 10.0 2,058
横 倉 13.1 2,572
青 倉 17.7 3,370

森 20.6 4,004
泉 平 6.9 1,248
箕 作 4.9 976
月 岡 16.5 2,875
小 滝 8.3 1,993
野 田 沢 10.3 2,168
天地・大久保 10.7 1,753
雪 坪 4.7 1,003
志 久 見 17.3 3,644
切 欠 6.5 1,376
長 瀬 12.5 2,644
原 向 40.7 3,257
笹 原 2.8 599
北 野 5.0 1,062
極 野・ 中 野 6.3 1,200
小 赤 沢 6.5 1,372

　

山
田 

隆
氏
（
屋
敷
）
よ
り
、
今
ま

で
栽
培
し
て
い
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
つ

い
て
、「
村
で
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と

の
想
い
で
寄
附
い
た
だ
き
、
緑
化
推
進

の
事
業
と
し
て
、
栄
小
学
校
、
栄
中
学

校
へ
苗
木
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
希

望
者
へ
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　

栄
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
11
月
8

日
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心
と
な
り
、
学
校
敷

地
に
約
20
本
の
成
木
の
植
樹
を
行
い
ま

し
た
。
植
樹
作
業
に
あ
た
り
、
村
民
の

皆
様
に
協
力
い
た
だ
い
た
緑
の
募
金
の

交
付
金
を
活
用
し
、
必
要
な
資
材
を
提

供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。栄小学校で植栽された

ブルーベリー成木

　

長
野
県
森
林
税
を
活
用
し
、
野
生
鳥

獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
や
人
的
被
害
を

防
止
す
る
た
め
住
宅
・
農
地
周
辺
な
ど

の
森
林
の
除
伐
を
行
い
、
野
生
鳥
獣
が

接
近
し
に
く
く
す
る
緩
衝
帯
整
備
事
業

を
計
画
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
笹
原
、
当
部
地
区
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
実
施
予
定
で
あ
り
、
整
備

希
望
が
あ
る
地
区
は
産
業
建
設
課
ま
で

ご
相
談
下
さ
い
。 

令
和
2
年
度
実
績

笹
原
・
当
部
地
区
面
積�

3
・
28
ha 

事

業

費�
 

1
，
0
2
3
千
円

森
林
づ
く
り
推
進
支
援
金�

8
9
9
千
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　

　

産
業
建
設
課　

農
林
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
３ 整備後の森林

林内の見通しが良くなりました。
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ボ
が
七
種
含
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
の
記
録
と

合
わ
せ
る
と
六
五
種
と
な
り
ま
し
た
。

　

チ
ョ
ウ
類
も
ト
ン
ボ
類
も
、『
豊
か
な

自
然
を
表
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
（
も
の
さ

し
）』
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た

生
き
物
は
、そ
の
地
域
の
植
物
の
様
子（
植

生
）
や
水
辺
の
環
境
の
状
態
に
よ
っ
て
、

種
類
や
個
体
数
が
大
き
く
変
動
す
る
か
ら

で
す
。　

　

例
え
ば
、
昨
年
公
表
さ
れ
た
環
境
省
の

『
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
一
○
○
○
事
業
』
の
結

果
報
告
に
よ
る
と
、
約
一
○
年
の
全
国
の

里
地
の
調
査
で
、
身
近
な
チ
ョ
ウ
類
の
約

四
割
が
急
激
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
ミ
ヤ
マ
カ
ラ
ス
ア

ゲ
ハ
は
、
年
間
三
一
・
四
％
と
い
う
高
率

で
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
チ
ョ
ウ
は
、
現
在
ま
だ
村

内
で
は
広
く
身
近
に
見
ら
れ
る
チ
ョ
ウ
で

す
。
も
ち
ろ
ん
絶
滅
危
惧
種
と
い
っ
た
希

少
種
に
も
指
定
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
こ
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
環
境
の

変
化
や
里
山
の
荒
廃
、
ま
た
外
来
生
物
の

侵
入
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
大
型
獣
の
分
布
拡

大
等
に
よ
り
、
身
近
な
動
植
物
が
ど
ん
ど

ん
減
っ
て
い
る
の
で
す
。

栄
村
、
今
が
チ
ャ
ン
ス
！

　

本
年
度
の
調
査
活
動
の
途
中
、
あ
る
集

落
で
写
真
の
よ
う
な
看
板
を
見
つ
け
ま
し

た
。
こ
こ
は
、
チ
ョ
ウ
マ
ニ
ア
の
採
集
地

紹
介
本
に
も
載
っ
て
い
る
場
所
で
す
。
そ

う
し
た
採
集
マ
ニ
ア
か
ら
チ
ョ
ウ
を
守
り

た
い
と
、
地
元
の
人
が
看
板
を
立
て
て
く

　

ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
保
護
を
考
え
る
た
め
に

始
ま
っ
た
私
た
ち
の
活
動
は
、
降
雪
期
を

迎
え
現
地
調
査
は
ひ
と
ま
ず
終
了
し
、
調

査
結
果
の
ま
と
め
に
入
り
ま
し
た
。
ギ
フ

チ
ョ
ウ
や
そ
の
食
草
に
関
す
る
調
査
は
主

に
春
季
に
行
い
、
そ
の
後
は
ギ
フ
チ
ョ
ウ

と
関
連
し
な
が
ら
、
他
の
チ
ョ
ウ
類
や
ト

ン
ボ
類
、
水
生
昆
虫
な
ど
の
調
査
を
中
心

に
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
見
つ
け
た
希

少
な
動
植
物
を
片
っ
端
か
ら
記
録
し
て
き

ま
し
た
。
山
の
中
だ
け
で
な
く
川
原
や
、

民
家
の
軒
先
の
『
タ
ネ
』
と
言
わ
れ
る
小

さ
な
池
の
中
の
植
物
ま
で
、
実
際
に
村
内

各
地
を
歩
き
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
場
所

を
調
べ
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
全
国
的
に
も
希
少
に
な
っ
た
動
植
物

に
数
多
く
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
た
ち
が
今
感
じ
る
こ
と
は
、

希
少
動
植
物
調
査
員
か
ら
の

報
告
④

「
栄
村
、
す
ご
い
ぜ
！
」。

　

チ
ョ
ウ
類
は
、
栄
村
で
は
こ
れ
ま
で
に

一
○
六
種
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年

度
の
調
査
で
は
、
八
〇
種
を
確
認
し
ま
し

た
。
そ
の
中
に
は
ム
モ
ン
ア
カ
シ
ジ
ミ
な

ど
、
栄
村
初
記
録
の
チ
ョ
ウ
類
が
六
種
見

つ
か
り
、
こ
れ
ま
で
の
記
録
と
合
わ
せ
て

一
一
二
種
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
長
野
県
で
記
録
さ
れ
て
い
る
チ
ョ

ウ
類
は
、
お
よ
そ
一
五
○
種
で
す
か
ら
、

栄
村
は
長
野
県
で
生
息
す
る
チ
ョ
ウ
類
の

七
割
以
上
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
だ
け
で
も
、「
栄
村
、
す
ご
い

ぜ
！
」。

　

ト
ン
ボ
類
は
、
こ
れ
ま
で
五
八
種
の
記

録
が
あ
り
ま
す
。
本
年
度
の
調
査
で
は
、

四
八
種
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は

ア
オ
ハ
ダ
ト
ン
ボ
な
ど
、
初
記
録
の
ト
ン

だ
さ
っ
た
よ
う
で
す
。
他
地
域
で
も
こ
う

し
た
看
板
を
見
つ
け
ま
し
た
。
地
域
の
皆

さ
ん
の
「
身
近
な
動
植
物
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
。」
と
い
う
思
い
が
、
具
体
的

な
行
動
と
な
っ
て
現
れ
て
き
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

多
様
な
生
き
物
が
棲
め
る
環
境
は
、
言

い
換
え
れ
ば
、
人
に
と
っ
て
も
暮
ら
し
や

す
い
環
境
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
流
行
と
い

う
、
私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
状
況
下
で
、
今
ま
で
の
価
値
観
や

自
然
と
の
付
き
合
い
方
が
見
直
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

希
少
種
も
含
め
村
内
に
今
あ
る
豊
か
な

自
然
を
、
大
事
な
栄
村
の
資
源
と
し
て
ど

の
よ
う
に
次
世
代
に
残
し
、
さ
ら
に
地
域

の
継
続
的
な
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く

か
、
今
ま
さ
に
考
え
、
行
動
に
つ
な
げ
る

チ
ャ
ン
ス
な
の
で
し
ょ
う
。
小
さ
な
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
み
ん
な
が
、
栄
村

の
自
然
と
そ
こ
で
暮
ら
す
こ
と
に
自
信
と

誇
り
を
も
っ
て
、「
栄
村
、
す
ご
い
ぜ
！
」

と
発
信
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
大
勢
の

皆
様
に
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
希
少
動
植
物
調
査
員
・
涌
井
泰
二
）

栄村初記録となったアオハダトンボ（右　
♂、左♀）。（環境省・長野県ともに準絶滅
危惧種）

身近なチョウでありながら、全国的な減少
が著しいミヤマカラスアゲハ（♀）。

栄
村
、
す
ご
い
ぜ
！
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アロマセラピー教室

リズムあそび

産後ケア
事業

秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.61

　

栄
村
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
屋
敷
在

住
の
石
川
で
す
。
早
い
も
の
で
私
が
栄

村
に
来
て
ま
も
な
く
三
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
は
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
の
任
期
も
後
わ
ず
か
、

協
力
隊
と
し
て
寄
稿
で
き
る
の
も
今
回

が
最
後
と
な
り
ま
す
。
永
い
、
短
い
で

問
わ
れ
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
の
三
年
間

で
あ
り
、
多
く
の
事
を
学
び
、
考
え
、

悩
ん
だ
期
間
で
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
考

え
、
悩
ん
だ
分
、
多
く
の
村
民
の
温
か

さ
に
触
れ
、
励
ま
さ
れ
、
人
と
触
れ
合

う
こ
と
で
生
ま
れ
る
力
を
実
感
で
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
村
民
の
皆
様
へ
の
感
謝
と
栄
村
の

発
展
を
願
い
、
最
後
の
寄
稿
テ
ー
マ
は

「
地
域
お
こ
し
」
に
つ
い
て
書
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
地
域
お
こ
し
」
と
は
地
域
振
興
と

ほ
ぼ
似
た
意
味
で
す
が
言
葉
と
し
て
は

い
く
つ
か
の
捉
え
方
が
あ
り
、
そ
の
為

「
お
こ
し
」
が
ひ
ら
が
な
に
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
私
が
一
番
な
る
ほ
ど
と

感
じ
た
の
は
、
住
民
が
住
ん
で
い
る
地

域
の
為
に
何
か
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い

る
（
地
域
が
起
き
て
い
る
＝
覚
醒
し
て

い
る
）
状
態
と
い
う
考
え
方
で
す
。
つ

ま
り
は
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
地

域
の
未
来
を
考
え
て
の
行
動
は
「
地
域

お
こ
し
」
と
な
り
え
る
と
い
う
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
迎
え
入
れ
、
新
し
い
住
民
と

し
て
進
ん
で
接
し
て
い
く
こ
と
で
も

「
地
域
お
こ
し
」
と
い
え
ま
す
。
た
だ

重
要
な
の
は
自
ら
進
ん
で
行
う
こ
と
、

行
動
す
る
こ
と
が
大
多
数
に
波
及
す
る

こ
と
で
す
。
な
に
か
を
待
つ
、
静
観
す

る
、
意
見
を
言
う
だ
け
で
は
残
念
な
が

ら
起
き
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ど

ん
な
小
さ
な
事
で
も
い
い
の
で
す
、
新

し
い
試
み
に
興
味
を
持
つ
、
話
合
う
だ

け
で
も
関
わ
っ
て
み
る
、
も
し
で
き
る

こ
と
が
あ
っ
た
ら
行
動
す
る
、
そ
ん
な

個
々
人
が
で
き
る
地
域
の
為
へ
の
行
動

が
拡
が
り
大
人
数
へ
と
繋
が
っ
て
い
く

こ
と
で
「
地
域
お
こ
し
」
に
成
っ
て
い

く
の
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
私
は
任
期
終
了
後
も
栄

村
秋
山
地
域
に
住
み
ま
す
。
一
月
よ
り

一
栄
村
民
と
し
て
の
四
年
目
、
そ
し
て

「
地
域
お
こ
し
」
が
始
ま
り
ま
す
。
こ

の
先
も
ま
だ
私
に
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
な
が
ら
や
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
様
々
な
場
面
で
皆
様
と
ご
一
緒
で

き
る
機
会
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

�

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

石
川 

泰
正
）

りよだ健保
　村の子育てサービス、母子保健事業について、一部お知らせします。12月に予定されていた下記
母子保健事業は、別日に延期いたします。延期後の日程については後日追ってご連絡いたします。

予約制

アロマの種類や効果、こころとからだに寄り添ったアロマの選び方、アロマ体験など。
●12月９日㈬　９時30分～11時頃　集団検診室
●対象：入園前のお子さまをもつ保護者　※お子さまの状況により出入り自由です

●12月18日㈮　10時～11時　集団検診室　
　12月の子育て相談日は、会場を集団検診室に変更し、10時からリズムあそびを行います。
　子育て相談の時間は、リズムあそび開始前の９時～ 10時です。

●出産後、お母さんの体調不良や育児不安がある方、ご家族などから援助が受けられない方
が助産師による、心身のケア、授乳指導、育児指導などのサポートを受けられる事業です。
●対象：産後～産後１年までの方

（健康支援係までご連絡ください）

延 期
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❖❖
村
誌
編
纂
室
か
ら
�
❖❖

　

11
月
１
日
㈰
栄
村
役
場
で
民
俗
部
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
５
名
全
員
が

出
席
し
、
提
出
さ
れ
た
原
稿
を
点
検
し

な
が
ら
問
題
点
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

12
月
末
ま
で
に
全
員
が
完
成
原
稿
を
仕

上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

歴
史
第
一
部
会
（
原
始
～
近
世
）
は

11
月
８
日
㈰
に
栄
村
役
場
で
開
催
し
、

原
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
の
問
題
点
等
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

　

栄
村
域
で
は
、
弥
生
、
古
墳
、
奈
良

時
代
の
遺
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
資
料
の
少
な
い
中
で
ど
う
書
き
進

め
る
か
が
課
題
で
す
。

　

中
世
は
、
仙
当
城
と
一
昨
年
発
見
さ

れ
た
雨
引
城
の
関
係
性
を
ど
う
と
ら
え

る
か
が
部
会
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

近
世
の
素
材
の
代
表
格
は
「
巣
鷹
」

と
『
秋
山
記
行
』
で
す
。
前
者
は
、
鷹

の
産
地
の
山
を
守
る
職
務
に
携
わ
っ
て

い
た
齋
藤
励
二
家
に
伝
わ
る
古
文
書
が

有
力
な
史
料
で
、
こ
の
目
録
作
成
が
急

務
で
す
。
後
者
は
江
戸
後
期
の
秋
山
の

様
子
を
描
い
た
も
の
で
す
が
、
歴
史
と

民
俗
の
両
面
で
扱
う
こ
と
に
し
ま
す
。

　

自
然
編
植
物
担
当
の
井
田
・
大
塚
の

両
執
筆
員
は
、
平
成
30
年
か
ら
冬
季
間

を
除
く
毎
月
１
回
村
内
の
植
物
調
査
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

去
る
11
月
２
日
㈪
の
植
物
調
査
を
最

終
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
同
行
し
た
多

く
の
一
般
参
加
者
か
ら
、
今
後
も
続
け

て
ほ
し
い
と
要
望
が
出
て
い
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
形
で
継
続
で
き
る
か
関
係
者

で
検
討
中
で
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
誌
編
纂
室

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８ 

民
俗
部
会
・
歴
史
第
一
部

会
開
催

村
誌
刊
行
後
も
植
物
調
査
を11.2 植物調査（小滝）

�

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

今
年
は
雪
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。
栄

村
植
物
園
の
カ
マ
キ
リ
予
報
に
よ
れ
ば
卵

が
比
較
的
上
の
ほ
う
に
あ
っ
た
の
で
ひ
ょ

っ
と
し
た
ら
多
く
降
る
の
で
は
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
で
は
本
年

度
に
新
し
く
整
備
し
た
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ル

ー
ト
の
視
察
を
し
ま
し
た
。
前
倉
ト
ド
の

展
望
台
か
ら
鳥
甲
牧
場
を
経
由
し
て
村
道

栄
線
に
接
続
し
旧
矢
櫃
村
に
入
る
コ
ー
ス

で
す
。
昔
は
五
宝
木
の
方
が
小
赤
沢
へ
行

く
時
に
歩
い
た
道
で
も
あ
り
ま
す
。
所
要

時
間
は
３
時
間
程
で
す
。

　

視
察
の
前
日
は
“
雪
下
ろ
し
”
が
鳴
り

響
き
降
雪
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
が
、
鳥
甲

牧
場
近
辺
で
は
数
セ
ン
チ
し
か
積
も
っ
て

お
ら
ず
、
秋
と
冬
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
包

ま
れ
た
秋
山
郷
を
堪
能
で
き
ま
し
た
。
写

真
の
よ
う
に
八
海
山
を
遠
く
に
見
え
る
場

所
も
あ
り
、
鳥
甲
牧
場
近
辺
か
ら
は
毛
無

山
、
高
倉
山
、
鳥
甲
山
そ
し
て
苗
場
山
が

一
望
で
き
ま
す
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ト

は
綺
麗
に
整
備
さ
れ
て
子
ど
も
か
ら
大

人
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
初
心
者
で
も
完
歩
で

き
る
コ
ー
ス
で
す
。

　

旧
矢
櫃
村
跡
周
辺
か
ら
川
原
に
降
り
て

渓
谷
の
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
も
み
じ
が
川
に
映
り
込
ん
で
お
り
、

写
真
映
え
す
る
ス
ポ
ッ
ト
で
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
こ
れ
で
冬
を
迎
え
て
し

ま
い
ま
す
が
来
年
の
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン

に
は
、
是
非
ジ
オ
ガ
イ
ド
と
共
に
新
し
い

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
を
歩
い
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。�

（
文
責　

南
雲
）
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10月火災・救助・救急出動件数

最高気温 26.4℃ 10月12日㈪

最低気温 4.1℃ 10月31日㈯

平均気温 13.4℃ 総 雨 量 41.5㎜

栄村の気象（10月）

世帯数 803世帯 前月比＋2
人　口 1,756人 −1
男 844人 −3
女 912人 ＋2

出生 0
死亡 1
転入 3
転出 3

世帯と人口（11月１日現在） 10月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 1 0 79 飯山日赤� 6

津南病院� 1
そ の 他� 3
不 搬 送� 0
合　　計� 10
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 0 17

野沢温泉村 1 0 19

栄 村 0 0 10

管 轄 外 等 0 0 5

火のこわさ　歴史も未来も　焼きつくす

12月の納税等
〇国民健康保険税　　　　〇介護保険料
〇後期高齢者医療保険料　〇村営住宅料
〇ケーブルテレビ使用料　〇教員住宅使用料
〇合併浄化槽使用料　　　〇保育料
〇農業集落排水処理使用料
〇温泉休憩所使用料　　　〇学童保育料
〇簡易水道料　　　　　　〇温泉使用料

◆◆ 編集後記 ◆◆
　皆さん、自動車のタイヤ交換はしましたか？
いろんな人から「今年は雪が多いぞ」という声
を耳にします。季節の変わり目や降雪期はスリ
ップ事故の発生率が高まるため、自動車の運転
時は路面の凍結等に注意をお願いします。
　話は変わりますが、私事ですが１１月に結婚い
たしました。（新聞にも掲載されました。）栄村
民がまた一人増えましたのでご報告までに。
　体調管理には気をつけていただき、よいお年
をお迎えください。

４
日
㈮　

人
権
相
談
会

【
役
場
第
一
会
議
室　

午
前
９
時
か
ら
12
時
】

８
日
㈫　

保
育
園
開
放
日
【
午
前
９
時
か
ら
】

11
日
㈮　

区
長
会【

か
た
く
り
ホ
ー
ル　

午
後
３
時
】

15
日
㈫　

雪
害
対
策
救
助
員
任
用
式
（
役
場
）

19
日
㈯　

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン

【
午
前
８
時
半
】

22
日
㈫　

保
育
園
開
放
日
【
午
前
９
時
か
ら
】

24
日
㈭　

ク
リ
ス
マ
ス
会

【
保
育
園　

午
前
９
時
45
分
】

28
日
㈪
〜
30
日
㈬

　

消
防
団　

歳
末
防
火
防
犯
警
戒

８
日
㈫　

心
理
相
談

【
集
団
検
診
室　

午
前
９
時
か
ら
】

16
日
㈬　

あ
そ
び
の
教
室

【
北
信
保
育
園　

午
前
10
時
】

18
日
㈮　

子
育
て
相
談
日

【
ひ
な
た
ぼ
っ
こ　

午
前
９
時
】

21
日
㈪　

乳
児
健
診【
集
団
検
診
室　

午
後
１
時
】

22
日
㈫　

離
乳
食
フ
ォ
ロ
ー
教
室

【
集
団
検
診
室　

午
前
10
時
半
】

行
事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　１月４日㈪　です
口座振替日
　農協・郵便局　　　12月22日㈫
　八十二銀行・県信　12月25日㈮

佑

生活カレンダー月12




